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― 匝瑳市消防委員会 会議録概要 ― 

 

■開催日時  令和５年１１月１７日（金）午前１０時～午前１０時４５分 

 

■場  所  市役所議会棟 第３委員会室 

 

■出席委員  第１号委員 小川 博之委員、増田 正義委員、内山 隼人委員 

(名簿順)  第２号委員 宮崎 良喜委員、大関 昌宏委員 

       第３号委員 畔蒜 晴夫委員、太田 康晴委員、子安 馨委員、 

鈴木 淳一委員、石田 進康委員 

計１０名 

■欠席委員  秋山 忠史委員、及川 重幸委員 

 

■市出席者  事務局（総務課） 

布施 昌英課長、瀧田 浩太郎主査、伊藤 利謹主査補 

 

１ 開    会 

 

２ 市長あいさつ 

  宮内 康幸市長あいさつ 

 

３ 議   事 

（１）消防団の現状について（報告） 

 （ア）組織について  

事務局から資料に基づき説明。 

［質問／Ａ委員］ 

   機能別団員の定数は。 

［回答／事務局] 

   原則、各部２名だが、分団内の調整を可として運用している。 
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（イ）報酬、費用弁償について  

事務局から資料に基づき説明。 

［質問／Ｂ委員］ 

 費用弁償は昨年と比べて増額しているか。 

［回答／事務局] 

  昨年と同額である。 

 

（ウ）消防車両、施設等について 

   事務局から資料に基づき説明。 

   吉田分団第２部及び椿海分団第２部の車両については、ベース車両の製 

造に遅延が生じているため、前年度から繰越しており、年度内の納車予  

定である旨を説明。 

 また、中央分団第６部の消防機庫については、地元区からの要望を受け、 

年度内に建て替わる旨を報告。 

［質問／Ｂ委員］ 

  消防機庫を建て替える際の手続はどのようなものか。 

［回答／事務局] 

  地元区長から、市へ要望書の提出を受け、内容を審査し決定している。 

 

［質問／Ｃ委員］ 

  中央分団第６部の消防機庫はどこに建つのか。 

［回答／事務局] 

  既存の消防機庫を解体し、同じ場所に建つ。 

 

［質問／Ｂ委員］ 

  消防機庫新築の際の補助金はいくら程度か。 

  また、地元の負担をどのように考えているか。 

［回答／事務局] 

  今回の中央分団第６部では、1 千万円弱（9,884,000 円）を交付する。 

  市としては、基本、地元に負担をさせない方針のため、今回の補助金
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額は、過去に同規模の機庫を建てた時よりも増額しているが、昨今の社

会情勢による物価上昇等により、地元負担が一部生じている。 

 

［質問／Ｂ委員］ 

  納車が遅れる原因は。 

［回答／事務局] 

 半導体不足とベース車両のフルモデルチェンジに伴う受注増によるもの。 

 

［質問／Ⅾ委員］ 

  消防機庫のトイレ設置は、どのような状況か。 

［回答／事務局] 

 基本的には、機庫を新築する際に設置する方向で対応している。 

 

（２）消防団事業の実施状況及び実施計画について（報告） 

 事務局から資料に基づき説明。 

［質問・意見等 特になし］ 

 

（３）その他 

 消防団における諸課題について 

 ・団員報酬等の個人支給の導入について 

令和６年度分から実施する旨を報告。 

［質問／Ｅ委員］ 

  地元の消防団員から、幽霊団員がいて困っているという話を聞くが、現 

状はいかがか。 

［回答／事務局] 

  秋山団長から、幽霊団員は無くすようにとの方針が示されており、事務 

局からも団員を無理に集めて幽霊団員となるくらいなら、定員割れでも構  

わないという案内はしている。 

 個人支給の導入により、幽霊団員の存在は、一生懸命活動する団員のモ  

チベーション低下等に繋がるため、引き続き、幽霊団員が発生しないよう   
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案内していく。  

  

・団員報酬の増額及び出動報酬の創設について 

  国からの通知が発出されているため、対応を検討している旨を説明 

［質問／Ｅ委員］ 

  導入した場合は、どれほどの予算規模になるか。 

［回答／事務局] 

 現状の費用弁償が 1 人 1,000 円／1 回となっているが、仮に出動報酬を 

4,000 円とした場合は、数千万円規模の増額となる。 

 

・団員の負担軽減について 

  県・海匝における消防操法大会では、団員の負担軽減のため、式典等を  

簡略化している。 

  本市としても、それらを参考にしながら、消防団と団員の負担軽減に向 

けて協議を行っていく。 

 

・活動服の更新について 

  国の定める基準に合うよう、更新していく方針である旨を報告 

 

［報告／事務局] 

   令和５年４月から導入した消防団サポート店制度について、サポート店 

が２０店となった旨を報告。 

 

［意見／Ｆ委員］ 

令和６年度から報酬の個人支給を行う予定となっているが、消防団とよ 

く協議し、円滑な導入を図ってほしい。 

［意見／Ｇ委員］ 

 部の運営にまで、市が指導するのは難しい面もあると思うので、事前の 

周知をしっかり行ってほしい。 
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［質問／Ｅ委員］ 

 消防ホースの耐用年数はどれくらいか。  

［回答／事務局] 

  消防ホースの劣化具合は、部の使用頻度により異なってくるが、毎年各 

部に希望をとり、消防ホースを貸与している。 

 

４ 閉  会 


